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論文の内容の要旨
　関東山地四万十帯の大滝層群は，緑色片岩相に達する比較的高い変成作用を受けており，付加プリズムの比較
的深部で発達した地質体と考えられる。本研究ではこの大滝層群を取り上げ，変形構造解析による変形ステージ
区分に基づいた付加体構造発達史を構築し，さらに複数の変成指標を用いてその発達史に温度圧力条件を与えた。
　本研究ではまず大滝層群及び小河内層群の岩相層序の見直しを行い，大滝層群を再定義した。その再定義をも
とに，大滝層群及び小河内層群において，変形構造解析を行い，大きく3つの変形ステージ（D1，2，3）を識別した。
次にイライト結晶度（IC値）を用いて，大滝層群及び小河内層群の古地温構造を求めた。大滝層群のIC値はO．20
～O．29であり，一方小河内層群北部は，大滝層群と同様の低いIC値（O，21～0．29）を示し，小河内層群南部は，本
地域の中では相対的に高い玉C値（α34～O，55）に達した。また温度換算式によれば，大滝層群の被熱温度はおお
よそ330℃と蛙定される。次に圧力条件を，イライトbO値を用いて推定した。P－TbOダイアグラムによれば，bO
値（9，020～9，040A）から圧力条件はおおよそ310－450MPaと推定される。またKAr年代測定を行い，大滝層群
の変成年代を約65Maと求めた。続いて各変形構造に関連する石英脈（D1，2，3ベイン）の流体包有物に着目し，流
体包有物の均質化温度と溶解温度を求めた。溶解温度は全ての試料で，O～一ゴCを示し，この温度から流体の
組成は5wt％以下のNaC1溶液に相当する。一方均質化温度は，D1ベインでは153℃と184℃を，D2ベインでは1！1
℃と125℃を示し，明らかにDユベインの方がD2ベインに比べ約5ぴC高い温度を示した。またD3ベインの均質化
温度は，170．8℃と155．6℃であった。これら流体包有物の溶解温度と均質温度からアイソコアーを求め，各変形ス
テ」ジにおいて温度圧力条件の推定を行った。D1は付加進行過程であることを考慮すると，D1の圧力条件は150
－240MPaと見積もることができる。D2の努開形成がIC値獲得とほぼ同時期と考えられることや，D2ベインのア
イソコアーがイライト結晶度とbO値から推定される温度圧力条件と重複することから，D2は330－370℃の温度
条件，3ユO－360眠aの圧力条件下で形成したと推定される。またD3ベインのアイソコアーは，D2からD3にかけ
て，地温勾配の増加を示す。しかしD3ベインの分布は局所的であることから，この地温勾配の増加は，D2で形
成された古地温構造を乱すものではなく局所的な現象と考えられる。
　以上のように，本研究で明らかとなった大滝層群のP－Tdパスは，四国四万十帯などの例に比べ，高い熱熟成度
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と高い圧力条件を示す。またイライト結晶度やビトリナイト反射率から求められる古地温構造，イライトb0値か
ら推定される圧力条件，さらに変成年代から考察すると，白亜系四万十帯の変成作用は2つのタイプに識別され
る。一つは，海側に向かう熱熟成度の増加，低圧力条件，さらに50Maの変成年代を示すタイプである。これは四
国や九州で認められ，海嶺の沈み込みや熱い海洋プレートの沈み込みの熱的影響によってもたらされたものと考
えられる。もう一つのタイプは，陸側に向かう熱熟成度の増加，高圧条件，65Maの変成年代を示す。このタイプ
は，関東山地大滝層群や紀伊半島花園層で認められ，冷たい海洋プレートの沈み込みに関連する初期の変成作用
であると考えられる。またこの特徴は，高圧低温タイプの三波川変成岩に関係した，四万十付加プリズムの深部
情報を保存しているものと考えれる。
審査の結果の要旨
　白亜紀から中新世にかけて付加コンプレックスとして発達した四万十帯は，一般に沸石相，プレーナイト・パ
ンペリナイト相，緑色片岩相に相当する弱変成作用を被っている。この中で，関東山地四万十帯大滝層群は，緑
色片岩相に達する比較的高い変成作用を受けており，付加プリズムの比較的深部で発達した地質体と考えられて
きた。本研究は，変形構造解析による変形ステージ区分に基づいた大滝層群の付加体構造発達史を構築し，さら
にそれぞれの発達階段に複数の変成指標を用いて温度圧力条件を与えている。このような研究手法により，構造
発達史に対応した温度圧力条件の推定という，実証的な付加体成長モデルの構築を行った。すなわち大滝層群中
に認められる熱および圧力履歴を解明したことで，より具体的に陸上付加体の深部の形成メカニズムを実証・考
察したことは，四万十帯の地質学的研究として高く評価される。
　一方関東山地大滝層群は，急峻な地形・アクセスの不便さから地質学的研究が進展しない地域の一つであった。
原英俊氏は地道に試料を採取しながら野外調査を行い，データを蓄積していった結果，層序の改訂を行い，イラ
イト結晶度や流体包有物の解析による具体的な温度圧力条件の見積もりに成功している。この種の研究は，既に
四国や紀伊半島の四万十帯で行われているであるが，原英俊氏の研究は，研究の最も遅れていた関東山地から新
たな解釈を導いた点で，大滝層群の地質学的解釈にとどまらず，日本列島四万十帯の形成プロセスを考察する上
で大変重要な地質学的貢献である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有すると認める。
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